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①  教師は問題解決ストラテジーの有効性については理解できている。  
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（１）1980 年代  方法知の精選 
 1980 年代以前の研究は、「数学的な考え方」とは何かを追及する研究、とりわけ「関数
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考え方は一体となって指導されている。」（伊藤説朗（ 1982）「第 1 章教材研究の意義，1－ 1 算数科









（２）1990 年代 方法知の指導から見えてきた課題  
 1980 年代後半から、いろいろな方法知を実際に指導する中で、それぞれの方法知の効果
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生 の メ タ 認 知 育 成 の た め の 振 り 返 り シ ー ト 活 用 の 実 践 的 研 究 」 奈 良 教 育 大 学 紀 要 (人 文 ・ 社
会 ),61(1),pp.121-133.）  
47 三宮真理子 (2008)『メタ認知 学習力を支える高次認知機能』北大路書房 ,p.2. 
48  清水美憲 (1988)「数学的問題解決におけるメタ認知の役割」筑波数学教育研究第 7 号 ,p.218. 
49  岡本真彦 (1991)「発達的要因としての知能およびメタ認知的知識が算数文章題の解決に及ぼす影
響」発達心理学研究 ,第 2 巻 ,第 2 号 ,p.78. 












活動の重要性はますます高まりつつある 56。  
その一方で「メタ認知」の指導法について学力下位の児童に対する疑問点も指摘され 57、
問題解決能力の中位群や下位群の児童が数学的な考え方を実感できるような教材や指導方
法を検討する必要性も明らかになってきた 58。  
                                                  
51 宣言的知識とは、「それが何であるかについての知識」である。例えば、分数の割り算について尋
ねられて「割る数をひっくり返してかける」と答えたとき、この知識は宣言的知識である。（三宮
(2008),前掲 48,p.66.）  
52 手続き的知識とは、「どのように行うかについての知識」である。例えば、分数の割り算を実行す
るときに使う知識である。そのため、実際に割り算の問題を行わせてみるまで、この知識があるか
どうかはわからない。（三宮 (2008),前掲 48,p.66.）   
53 加藤久恵 (2000)「数学的問題解決におけるメタ認知の機能とその育成に関する研究」日本数学教育
学会誌 .数学教育学論究 ,71/72,pp.21-27. 
54 勝美芳雄・重松敬一・小島源一郎 (2007)「数学教育におけるメタ認知の研究 (22)－新・算数作文の
開発とその検証―」日本数学教育学会 ,第 40 回数学教育論文発表会論文集 ,pp.169-174. 
日常の算数指導で継続的に実践できる「算数作文」によって、児童へのメタ認知的支援を図る具体
的な指導方法を示している。  
55  亀岡正睦・神保勇児 (2012)「算数科におけるメタ認知形成方略としての「ふきだし法」に関する研
究 (1)－プロセスレコードによるメタ認知形成過程の考察―」京都文教大学臨床心理学部研究報告 
第 5 集 ,pp.25-35. 
「ふきだし法」によって思考過程が可視化され、学習者のメタ認知的気づきを促すとともに、指導
者側の子どもの思考に対するメタ認知的気づきを促すことができることが示唆された。  




基盤社会における数学教師の役割について」上武大学ビジネス情報学部紀要 ,第 7 巻第 1 号 ,pp.57-
75. 

























（４）2010 年代 主体的・対話的学びを促す方法知 
 最近は、積極的にメタ認知方略を活用する授業環境の開発 60が進み、主体的・対話的で












                                                  
清水紀宏 (1996)「数学的問題解決における方略的能力に関する研究 (Ⅴ )－問題解決能力に対する方
略的能力の寄与率の実証的検討―」全国数学教育学会誌 ,数学教育学研究 ,第 2 巻 ,pp.59-68. 
59  多鹿秀継・中津楢男 (2016)「児童の算数問題解決におけるメタ認知方略の活性化」神戸親和女子大
学大学院研究紀要 ,第 12 巻 ,pp.1-10. 
60 ICT 教育の普及に伴い、 e ポートフォリオを利用したメタ認知支援の研究も進んでいる。  
新目真紀・玉木欣也・比嘉邦彦 (2012)「 e ポートフォリオ活用時のメタ認知形成支援に関する考察」
研究報告コンピュータと教育 (CE)114(1),pp.1-5. 
61  下 野 浩 二 (2017)「『 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 』 を 生 み 出 す 算 数 科 授 業 」 福 祉 社 会 学 部 論 集
35(4),pp.31-39. 
62 左右田睦月・魚住明生 (2017)「技術事象を取り入れた数学的活動に関する基礎的研究」三重大学教
育学部研究紀要 68,教育科学 ,pp.263-272. 
63  伊藤崇達 (2010)『やる気を育む心理学（改訂版）』北樹出版 . 
64  神藤貴昭 (2017)「『自己調整学習』論の可能性―動機付けと個人差にかかわる課題に焦点を当てて




 問題解決過程には図 1 のような 2 つのとらえ方がある。解決過程 1 は、問題において与
えられた情報から答えに至るまでの論理的な道筋である。解決過程 2 は、問題に取り組み
始めて、見通しが立たない状況から中心的なアイデアを見出し、さらにそれを筋道だった
形にまとめていく過程である 65。  
本研究においては、後者のとらえを採用し、問題解決場面において、見通しの立たない
状況から問題構造を捉えて解決の見通しをもつまでの過程を問題解決過程とする。  
        














                                                  






































                                                  
憶に依存するのではなく、その構造の理解によって行われる。（太田信夫・多鹿秀継 (編 )(1991)『認






表１ 用語の操作上の限定  
問題解決過程  本研究では問題解決過程を「情報処理の過程」としてとらえる立場 6 7を
とり、「問題解決場面において、見通しの立たない状況から問題構造を
捉えて解決の見通しをもつまでの過程」と定義する。  
問題構造  初期状態から解決状態への問題状態の連鎖 6 8  
前向きの思考  帰納的な考え方で、既知条件や既有の知識から分かることを考える思考
逆向きの思考  本研究では、P o l y a のいう逆向きの思考に依拠し、「逆向きに考える」ス
トラテジーを「求めたいものから出発し、それがわかるためには何がわ
かればよいかを考える思考」と定義する。  
この思考は「解析的思考 6 9」「分析的思考 7 0」とも呼ばれ、元来作図問題
で作図法を発見する過程や幾何の証明問題の中で使われてきた「複雑な
問題をある視点からその問題を構成する小問題に分割し簡単な問題に帰
着しようとする考え方」のことである。P o l y a は逆向きの思考が、幾何
学、もっと言えば数学の問題だけに限らずもっと広く使われる思考であ
ると指摘している 7 1。長谷川（2 0 0 6）は見通しをもつ場面において意識
せずに用いられている場合があると指摘している 7 2。  
メタ認知  算数・数学の問題解決におけるメタ認知に限定し、「解決者による自分自
身の認知行動についての認知」とする。清水（1 9 9 3） 7 3の  
「問題解決過程を目標の変容過程ととらえメタ認知能力という方略的能
力をその目標の変容の推進力として位置付ける」という立場をとる。  
                                                  
67 中島義明他 (1999)『心理学辞典』有斐閣 .  
68 中島義明他 (1999) 前掲 67. 
69 ボイヤー (1984)『数学の歴史２』 (加賀美鉄雄・浦野由有訳 ),朝倉書店 ,pp.102-103 
「解析的思考」は紀元前３世紀ごろ Pappus が定義したことにより明らかになってきた考え方で  
ある。 .  





71 Polya.G(1954)『いかにして問題をとくか』 (柿内賢信訳 )丸善 (原書は 1945).  




73  清水紀宏 (1993)「数学的問題解決における方略的能力に関する研究－方略的能力の生起の分析可



















ン 6 類型 76から「探索的順次デザイン」を採用し、最初に質的研究を実施し、そこから導
出された仮説を量的研究で検証する。  
                                                  
74  John W. Creswell(2007)『早わかり混合研究法』（抱井尚子訳）ナカニシヤ出版 ,p.2. 
John W. Creswell は、このアプローチは、統計的傾向（量的データ）にストーリーや個人の経験
（質的データ）を結びつけることにより、どちらか一方のデータのみを使用したときよりも研究課 
題に対するより良い理解をもたらすと述べている。  
75 抱井尚子 (2015)『混合研究法入門：質と量による統合アート』医学書院 ,p.8. 




②説明的順次デザイン (explanatory sequential design)の目的は、量的ストランドから始め、次に
その結果を説明するための質的ストランドを実施することである。  




①介入デザイン (intervention design)には、基本型デザインのうちの 1 つが加えられる。このデザ
インの目的は実験もしくは介入試験を実施し、そこに質的データを加えることによって課題を
探求することである。  
②社会的公正デザイン (social justice design)の目的は社会正義の枠組みから課題を探求すること
である。研究者は混合型研究全体を通してこの枠組みを貫くことによって基本型デザインを発
展させる。  




２ プロトコル分析手法選定の理由  
 質的研究の方法としてプロトコルデータ（発話データ）を分析することにより、情報を











いて以下の図 2 のようにモデル化することができる。」 79。  
 
      







                                                  
77 Ericsson,K.A.&Simon,H.A(1984 );Protocol analysis-Verbal reports as deta.MIT Press. 
78 研究方法にプロトコル分析を用いた研究に以下のものがある。  






























対象は、以下の小学校 5、6 年生である。  
［A 小学校］  





 ［B 小学校］  







１）A 小学校  2014 年 9 月  
２）B 小学校  2017 年 6 月  
                                                  
80 田中敏 (1987)「言語化と問題解決」日本児童研究所（編）『児童心理学の進歩・ 1987 年度版』金
子書房 ,pp.123-143. 
81  増井三夫・野田晃・田邉道行・浅井宣人 (2010)「自己調整による思考の変容可能性－大手町小学
校「学びのノート」の分析―」上越教育大学研究紀要 ,第 29 巻 ,pp.141-150. 









および理論仮説を吟味した後、B 小学校において、量的研究法より検証する。  
以下にデータ収集方法と、収集するデータを示す。  
 
 データ収集方法  収集するデータ内容  
A 小学校  ・4 5 分の授業を実施     
（指導案は以下の通り）  
・ 自 力 解 決 時 の 児 童 の つ ぶ や き
ワークシートの記述  
B 小学校  ・事前のレディネステスト  
・当日の 4 5 分の授業  
（A 小学校と同じ内容）  
・事後アンケート  










指導者 黒澤 寿美 
 
１．日時      平成  年   月   日（   ） 第  校時 
２．学年・組    第５学年    組 

























































































































































がある課題として問題解決時の脳活動を調べる研究などにも用いられている 83。  
また、算数科の教科書で虫食い算が取り扱われている学年は表 3 のとおりである 84。  
 
表２ 虫食い算の取り上げられている学年 
            取り扱い開始学年  
加法   （2 桁＋2 桁）
（3 桁＋3 桁）
第 2 学年～  
第 3 学年～  
減法    （2 桁―2 桁）
      （3 桁―2 桁）
第 2 学年～  
第 3 学年～  
乗法    （2 桁× 1 桁）
      （3 桁× 1 桁）
(小数×小数)（2 桁× 2 桁）
第 3 学年～  
第 3 学年～  
第 5 学年～  






また、対象者を小学校 5，6 年生とした理由として以下のことがあげられる。  
第一に、今回の調査では、数学的内容の獲得が目的ではなく、問題解決過程における思
                                                  
83 岡本尚子・黒田恭史・前迫孝憲・江田英雄 (2009)「授業場面を想定した学習過程児の NIRS による
脳活動の特徴－小学生を対象とした虫食い算課題におけるヒント提示実験を通して－」教育実践学
研究 ,10(2),pp.11-20. 
84 清水静海監修 啓林館の「あたらしい算数」第 1 学年～第 6 学年 .平成 20 年度採用版と平成 23 年
度採用版を参照した。  





課題を遂行することができることがあげられる（Cross&Paris86(1988)、岡田 87(1987)）。  
第二に、学年の違いが問題解決過程に与える影響について調べた Reid.J.R(1995)の研究























                                                  
86  Cross,R.D.&Paris,S.G.(1988);Developmental and instructional analyses of children’s 
metacobnition and reading comprehension.Journal of Educayional Psychology,80,pp.131-142. 
87  岡田猛 (1987)「問題解決の評価に関する発達的研究」教育心理学研究 35,pp.49-56. 
88  Reid,J .R.: Mathematical Problem solving strategies; A study of how children make choices.  
Unpublished Masters of Education Dissertation,University of Western 




90  閉じた発話空間とは、聞き手である実験者を格別に意識することなく活動（問題解決+発話）がで  






 教育分野での質的研究はイギリスでは 1960 年代から、アメリカやヨーロッパ諸国では
1970 年代から文化人類学でのエスノグラフィーの方法や社会学の影響を受けて取り組ま
れるようになってきた。それまでの量的な調査研究で明らかにされない側面である「個々
の事象や行為の意味解釈」を構成することを目指している 91。  
本研究では、観察データから被験者の体験構造や意識構造、および意識構造への関与と
その変容の分析で実績のある 92B.G.Glaser と A.L.Strauss の質的帰納的記述研究手法であ














                                                  
91 秋田喜代美・藤江康彦編 (2007)『はじめての質的研究法 教育・学習編』東京書籍 ,p.7. 








へのかかわり方の特徴に着目して－」聖徳大学大学院博士論文 .  
奥村直子 (2017)「『ピアノ遊び』を通した子どもの主体的な表現形成要因の研究－ 14 年間の追跡デ
ータの分析を通して－」聖徳大学大学院博士論文 .  
93 山田高広 (2009)「教育課程に取り組む教員の相互行為における研究主任の役割～公立 B 中学校に
おける事例研究を通して」上越教育大学大学院 2009 年度修士論文 .  
94 長野哲也 (2008)「子どもの「心に残る」学習活動の要因に関する研究～卒業作文の生活科と総合的
な学習の記述に着目して」上越教育大学大学院 2008 年度修士論文 .  
95 中村光一 (2016)「数学授業における数学的知識の構成に関する研究」日本数学教育学会誌 ,数学教









GTA の派生はいくつかあるが、本研究では、B.G.Glaser と A.L.Strauss によるオリジ





























                                                  
96 増井三夫・村井嘉子・松井千鶴子 (2007)「GTA におけるレベル１の概念化」上越教育大学研究紀
要 ,Vol26,pp.299-316. 
97 砂村京子 (2016),前掲 92. 







































３ GTA における用語の説明 
 以下に GTA すべてに共通する用語の説明を、わかりやすく解説されている説明文より
引用・要約して示す99、 100、 101。 
 
 
                                                  
99 B.G.Glaser&A.L.Strauss(1967)；“The Discovery of Grounded Theory:Strategies for Qualitative 
Research” .Aldine Publishing Company,Chicago,1967,後藤隆・大出春江・水野節夫訳 (2008)『デ
ータ対話型理論の発見』新曜社 (初版第 12 刷 ), p.12. 
100 戈木グレイグヒル滋子編 (2008)『質的研究方法ゼミナール増補版―グラウンデッド セオリー 
アプローチを学ぶ―』医学書院 (第 1 刷 ).  
101 操華子・森岡崇 (1999)『質的研究の基礎～グラウンデットセオリー開発の技法と手順～』医学書
















































表４ Skemp の理解のマトリックスモデル 
 理解の種類  
道具的 * 1  関係的 * 2  論理的 * 3  記号的 * 4  
心的活動 
様式 
直観的  I １  R 1  L 1  S 1  








* 2 関係的理解：  なすべきこととその理由をともに知っていること。  
 










                                                  
102 Skemp,R.R(1979)： ”Goals of Learning and Qualities of Understanding”, Mathematics 
Teaching.No88.p.45. 
103 Skemp,R.R(1982)： ”Symbolic Understanding”,MathematicsTeaching.No99.pp.59-61. 
104  中原忠男 (1995)『算数・数学教育における構成的アプローチの研究』聖文社 ,pp.112-115. 
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表５  カンファレンス期日と参加者 
実施期日  参加者 実施期日  参加者
2 0 1 5   1    A  2 0 1 5   3    A  
2 0 1 5   2    B  2 0 1 5   3    B  
2 0 1 5   2    A  2 0 1 5   4    A  
2 0 1 5   2    B  2 0 1 5   4    B  















授業を行った A 小学校の属性は以下の通りである。 
 
１ 学校の概要 
A 小学校は首都圏近郊にある Y 市の郊外にあり、昔ながらの住宅街と新しくできたマ
ンション群を抱えた学区になっている。A 小学校は創立 35 年の学級数 13 学級、児童数




5 年生の本学級担任は経験年数 25 年のベテラン教員である。  
算数についてのアンケートでは、算数が好きと答えた児童が 18 名、苦手と答えた児





A 小学校 5 年生の 1 クラス 35 名を対象に前述した指導案をもとに 45 分の授業を行い、
自力解決時のプロトコルを作成し GTA により分析した結果を以下に示す。  
 
第１節 特性化 
本調査問題の正答率は、正答者 27 人 /35 人中、誤答者は、8 人 /35 人中であった。  
データを分析する第 1 段階として、分析対象となるプロトコルデータを切片化し、そこ
から特性を抽出した。調査を実施した 35 人中、思考過程のはっきり聞き取れた 28 人（正
答 25 人誤答者 3 人）の自力解決場面における思考過程が表れている部分を切片化し、25
の特性を抽出した。以下にその工程を示す。なお、各事例中の名前はすべて仮名である。  














状況定義  授業における自力解決中のつぶやきの場面。  
分析テーマ  問題を解決するための、思考過程が表れている箇所を抽出する。 
 




タから識別した思考の特性を示す。   
31 
 
（１）事例１ A 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字）  
ならべて、えっ・・・ 1 があるから、うん、これになる数字を考えているの。  
小っちゃい方にしよう。今考え中です  
8 9＋4 6 で 1 3 5 ができました。まあ、ということで今から書いていきます。  
どうしてそうなったかというと、最初にならべかえたのは適当だったんだけど、9＋6 に
して 1 5 なので 1 くりあがり 8＋4 のところが 1 2 だけど 1 くりあがるから 1 3 になって















 A 児の思考過程からは、以下の 8 つの思考の特性が見いだされた。  
 
＜思考の特性＞（p r o p e r t y）  ローデータ  
1 思考錯誤の中から気づく  ・ならべて、えっ（A -１）  
2 百に繰り上がるための条件を
理解している  
・1 があるから、うん（A - 2）  
・これになる数字を考えてるの（A - 3）  
3 意図をもって数字を選択する  ・小っちゃいほうにしよう（A - 4）  
4 できた答えを示す  ・8 9＋4 6 で 1 3 5 ができました（A - 5）  
5 理由を説明しようとする  ・どうしてそうなったかというと（A - 6）  
6 自分の操作を思い出す  
・最初に並べ替えたのは適当だったんだけど  
（A - 7）  
7 一の位から計算する  
・9＋6 にして 1 5 なので１繰り上がり 8＋4 のとこ
ろが 1 2 だけど 1 繰り上がるから 1 3 になって
1 3 5 になりました。（A - 8）  
8 解法が正しいか見直す  ・こんなんでいいかな（A - 9）  
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（２）事例２ B 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字）  
えっと左側は、1 0以上になればいいんだから、3＋8 をして 11 であっでも、一枚ずつ
か。8＋0 が・・・8＋1 が 9 で・・・まず左側は 1 0 以上になんなきゃいけないから
1 0 以上にならないと、・・・で同じ数が出ないように丁度の数を入れて例えば、3 8＋
7 1＝1 0 9 あとはね、1 2＋9 6＝1 0 8  
まず十の位をたして 100 以上になる数を入れます。 















 B 児の思考過程からは、以下の 7 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
9 十の位を 1 0 以上の数にしよう
とする  
・えっと左側は 1 0 以上になればいいんだから  
（B - 1）  
1 0 ○＋○＝○ができる  ・3＋8 をして 11（B - 2）  
11 答えの見直しから気づく  ・であっ、でも、一枚ずつか（B - 3）  
1 2 0 から順版に数を当てはめる  ・8＋0 が・・・8＋１が 9 で・・・（B - 4）  
1 3   十の位を足して 1 0 以上の数  
にしようと思案する  
・まず左側は 1 0 以上になんなきゃいけないから
（B - 5）  
・1 0 以上にならないと（B - 6）  
1 4 一度使用した数字を除外する  ・で同じ数がでないようにちょうどの数をいれ
て（B - 7）  
1 5 複数の結果を示す  ・例えば、3 8＋7 1＝1 0 9（B - 8）  
・あとはね1 2＋9 6＝1 0 8（B - 9） 
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思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
1 6 一の位は繰り上げずに十の  
位だけ繰り上げる  
・右（一の位）を繰り上げないで、左（十の位）だけ


















（４）事例４ D 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
















D 児の思考過程からは、以下の 3 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
1 7 問いの条件に気づく  ・1 0 0 をつくるんだから、ひっ算の答えはなんでも





す（D - 2）  
1 9（条件）のように（結果）す 
る  
・だから、1 0 0 をこえるようにして（大きい数を使
って）繰り上げをしていくとよいと思いました。




（５）事例５ E 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字）
まずは、5＋3 で  
答えは・・・（解決に行き詰まる）  
えっと 9 を置いたから 9 5＋4 1 で 1 3 6  








43  95  81 76 65 12 
+ 59  + 41  + 24 + 53 + 24 + 95 






E 児の思考過程からは、以下の 5 つの思考の特性が見いだされた。  
 
 
思考の特性（p r o p e r t y） ローデータ 
2 0 適当に数字を当てはめる  ・まずは、5＋3 で（E - 1）  




・えっと 9 を置いたから 9 5＋4 1 で 1 3 6（E - 3）
2 3 達成感を味わう  ・9 5＋4 1 は 1 3 6 よっしゃ（E - 4）  
2 4 百の位に 1 が書いてあること  
と、十の位同士をたすと 1 0 以
上の数になることが結びつく  





（６）事例６ F 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
( F児は、自力解決当初は無言でワークシートに書き込んでおり、書き終わった後その
文章を読み上げた )  
百の位に１が立っているので 100 以上の数にする。 
まず、6＋2 で 8 です。9 と 4 で 13 なので、百の位に１繰り上げます。そして、答えは 138 です。 
まず 9 と 4 を足して、13。十の位に１繰り上げます。次に 1 と 8 で 9．さっき繰り上げた１を足しま
す。そうすると、十の位が 10 になり百の位に１繰り上がります。答えは 103 です。 
まず、6 と 3 をたして、9 になります。十の位の 7 と 8 をたして、151 になります。そして、百の位に










F 児は、百の位に 1 が書いてあることから、答えは 100 以上の数になることに気づい
た。そこで、一の位から順番に、まず～次に～という表現を用いて説明をしている。  
F 児の思考過程からは、以下の 2 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
2 5 百の位に１が書いてある  
ことと、答えが 1 0 0 以上
の数になることが結びつく  
・1 0 0 の位に１が立っているので 1 0 0 以上の数にす
る。（F - 1）  
2 6 まず～次に～  
 
・まず、6＋2 で 8 です。9 と 4 で 1 3 なので、百の
位に１繰り上げます。そして、答えは 1 3 8 です
（F - 2）  
・まず 9 と 4 を足して、1 3。十の位に１繰り上げま
す。次に 1 と 8 で 9．さっき繰り上げた 1 を足し
ます。そうすると、十の位が 1 0 になり百の位に１
繰り上がります。答えは 1 0 3 です。（F - 3）  
・まず、6 と 3 をたして、9 になります。十の位の 7
と 8 をたして、1 5 1 になります。そして、百の位
に 1 繰り上げ、答えは 1 5 9 です。（F - 4）  
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（７）事例７ G 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
この問題は1 0 0以上2 0 0 未満になるようにと同じ数が重ならないようにすれば解けま
す。なので、7 4＋3 1 をして解きました。ほかにも、4 5＋8 1＝1 2 6 もできました。  
 






G 児は当初から百の位に 1 が書いてあることと、答えが 100 以上の数になることに気
づくとともに、0 から 9 までの 10 枚の数字カードを使うことにより、同じ数字が 2 回使
えないことにも気づいている。結果は条件をきちんと説明し、他の答えも見つけた。  
G 児の思考過程からは、以下の 4 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
2 5 百の位に 1 が書いてあること
と、答えが 1 0 0 以上の数にな
ることが結びつく  
・この問題は 1 0 0 以上 2 0 0 未満になるように  




（G - 2）  
2 8（原因）なので（結果）こうな 
った  
・なので、7 4＋3 1 をして解きました（G - 3）  




（８）事例８ H 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
同じカードはつかっちゃいけない。1 は使えないから１になんないように 1 0 のけたが
1 になんないように、1 を抜いて 7 0 だと同じカードを使うことになるから、5 6 をする
とこれでいいのかあ。  
1 3 0 になるから 7 3＋5 6 は 1 3 0、あまりは 2・8・9 です。  
つぎの考えまだ他にもある  
1 は抜いて 9 2＋・・・これ 1 使っていいんだ。使っちゃだめだと思ってた  
同じ数が使えないから同じ数が出ないように百の位に行くように計算しないといけない
から、やっべ間違えた。11 0 をこえちゃだめだから、  
十の位足して 1 0 0 まで行かないといけないんだ、5 0 以上、十の位が 5 0 以上の数をた
していかなければいけないので・・・9 2＋5 6＝1 4 8 できた。  
 
同じ数は使えないけど、たして百の位に繰り上がる計算をしないといけないから、同じカードを使わ
ないように数字を並べた。計算の部分に 0 を入れてしまうと、答えが 0 と足した数と同じ数になっ










H 児は、同じ数字は 2 回使えないことがわかっている。問題文に 1 が印刷されているこ
とから 1 は使えないと誤認識し、「1 になんないように」と何度も発言している。1 を除い
た 9 枚のカードの中から 7 と 0 を選び、56 を当てはめるが、計算の部分に 0 を入れてし
まうと、答えが 0 と足した数と同じ数になってしまうからできないから、計算には 0 をい
れることができないことに気づき 73 に変更した。73＋56 とおくが計算の答えは間違って
いることに気づいていない。別解を考えようとして、92＋□の□にあてめる数字を考えて
いたが、隣の席の子の 1 のカードをつかってよいことを知らされた。  
 同じ数が 2 回使えないことと、百の位に繰り上がることは気づいているが、110 を超え
てはいけないという誤認識に陥っている。百の位に繰り上げるために十の位が 50 以上の
数をあてはめた。  




思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
2 7 同じ数字は使えないことに  
気づく  
・同じカードはつかっちゃいけない。（H - 1）  
3 0 １を除外して考える  ・1 は使えないから 1 になんないように 1 0 のけた
が 1 になんないように（H - 2）  
・1 を抜いて 7 0 だと同じカードを使うことになる
から、5 6 をする（H - 3）  
3 1 自分の解法に不安を抱く  ・これでいいのかあ。（H - 4）  
3 2 ～だから～です  ・1 3 0 になるから 7 3＋5 6 は 1 3 0 あまりは 2・8・
9 です。（H - 5）  
3 3 他の解答への意欲を示す  ・つぎの考えまだ他にもある（H - 6）  
3 4 友達が 1 のカードを使って  
いることに気づく  
・1 は抜いて 9 2＋これ 1 使っていいんだ（H - 7）  
3 5 自分の思い込みに気づく  ・使っちゃだめだと思ってた（H - 8）  
3 6 ２つの問題条件に気づく  ・同じ数が使えないから同じ数が出ないように百の
位に行くように計算しないといけないから  
（H - 9）  
3 7 自分の解法の間違いに気づ  
く  
・やっべ間違えた（H - 1 0  ）  
2 5 百の位に１が書いてある  
ということと、答えは 1 0 0 以
上の数になることが結びつ
く  
・11 0 をこえちゃだめだから、十の位足して 1 0 0
まで行かないといけないんだ（H - 1 1）  
・5 0 以上十の位が 5 0 以上の数をたしていかなけれ
ばいけないので（H - 1 2）  
・たして百の位に繰り上がる計算をしないといけな
いから（H - 1 4）  
2 3 達成感を味わう  ・できた。（H - 1 3）  
3 8 同じ数字が使えないことを  
使って解く  
・同じ数は使えないけど（H - 1 5）  
・同じカードを使わないように数字を並べた  
（H - 1 6）  
3 9 同じ数字が出現しないよう  
な数字の組み合わせを見つ
ける  
・計算の部分に 0 を入れてしまうと、答えが 0 と足
した数と同じ数になってしまうからできないか
ら、計算には 0 をいれることができない。 




（９）事例９ I 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字）  
まず一の位の数字を決めて答えの一の位を出す。次に余った数で十の位を作る。ただ、















十の位に置くことができる数字は 5 以上でなければならないという誤認識を持っている。 
 I 児の思考過程からは、以下の 4 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
4 0 適当に数字を並べて一の位を  
作る  
・まず一の位の数字を決めて答えの一の位を出す
（ I - 1）  
4 1 一の位の数字を当てはめた後  
十の位の数字を考える  
・次に余った数で十の位を作る。（ I - 2）  
4 2 百の位に繰り上がるための要  
  件を考える  
・ただ、5 以上の数じゃないと、1 0 0 にならない
（ I - 3）  
4 3 最後に十の位の数字を決める  ・（繰り上がるように）最後に十の位の答えを  
















で例のように足して 10 以上になる組み合わせを考える。次に一の位の数字は足して 10
以下にしている。この手順で行えば、別解も求められることに気づいていた。  
J 児の思考過程からは、以下の 3 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
4 4 百の位に繰り上がる数字の組み合  
わせを作る  
・まず、左は十の位になる数字にする。  
（例、9＋7＝1 6）（J - 1）  
4 5 一の位は繰り上げずに十の位だけ  
繰り上げる  
・右には、位が上がらない数字にする  
（例 3＋5＝8）（J - 2）  
4 6 結果を一般化する  ・そうすると、１□□の答えがでる。  




（１１）事例１１ K 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字）  
9＋2＝11で1繰り上げて7＋5＝1 2だけど、1繰り上げているから1 2＋1＝1 3になって
答えは1 3 1 になりました。  
7＋8＝1 5 で 1 繰り上げて 6＋3＝9 だけど、1 を繰り上げているから 9＋1 で 1 0 で答
えは 1 0 5 になりました。  
 
9＋2＝11 で 1 繰り上げて 7＋5＝12 だけど、1 繰り上げているから 12＋1＝13 になって答えは
131 




     
 
79  67 
+ 52  +38 
131  105 
 
場面の説明  
K 児は一の位から数字を当てはめている。始めに 9 と 2 のカードを一の位におき、一
の位の答えが 1 になる。十の位は 7 と 5 のカードを置き、12 に繰り上がりの 1 を加えて
答えは 131 になった。さらに、すぐ別解に取り掛かり、先ほどと同様に、一の位は 7 と 8
で 15、十の位は 6 と 3 で 9 だが、1 繰り上がっているため 105 という別解を得た。  
K 児の思考過程からは、以下の思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性
（p r o p e r t y）  
ローデータ  
7  一の位から  
計算する  
・9＋2＝11 で 1 繰り上げて 7＋5＝1 2 だけど、1 繰り上げている
から 1 2＋1＝1 3 になって答えは 1 3 1（K - 1）  
・7＋8＝1 5 で 1 繰り上げて 6＋2＝8 だけど、1 を繰り上げている




（１２）事例１２ L 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字）  
1 0 0になるような式にして、一の位でも、9＋4だと1繰り上がり、6＋5＝11  
一の位がさっき繰り上がったからその１を足して 2 になる。そうすると答えは 1 2 3  
 
100 になるような式にして、一の位でも、9＋4 だと 1 くりあがり、6＋5＝11 











L 児は問題文から答えが 100 以上の数になることに気づいた。そこで、一の位でも十の
位でも繰り上がるよう数字を組み合わせていく。  
まず、一の位に適当に 9 と 4 を入れ、答えが 13 になることから 3 のカードを候補から外
す。残りのカード 1・2・5・6・7・8・0 のうち、6 と 5 を取り出し十の位へ入れて計算す
ると 11 になるが、1 繰り上がっていたので、答えは 123 となった。  
L 児の思考過程からは、以下の 2 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
2 5  百の位に 1 が書いてあることと、答
えが 1 0 0 以上の数になることが結
びつく  
・1 0 0 になるような式にして（L - 1）  
4 7  一の位も十の位も繰り上がるよう  
にする  
・一の位でも、9＋4 だと 1 繰り上がり、  
6＋5＝11。一の位がさっき繰り上がった
からその 1 を足して 2 になる。 
そうすると答えは 1 2 3  




（１３）事例１３ M 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字）  
まずは、えっと、真ん中の段が 1 0 以上にならないといけないから、一の位を 3 と十の
位を 8 として、8 3 で 1 繰り上がるから 8＋4 にして 1 2 にして、1 2 7  
 
 
    
 
そしたら、やっぱ一の位を変えて 4 と 3 にして 7。  
そしたら、5 4＋1 3＝1 6 7 答えは、1 6 7  
一の位が 4＋3 で、十の位が 5＋1 で 6 で 1 6 7  
十の位が 5 で一の位が 4 で下が十の位が 1 で一の位が 3 で答えは 1 6 7  
 
          
            
            
まず、左側は 10 以上にならないといけない。同じ数ができないように、10 以上の数を作る（例 5
＋7＝12）これで、5 と 7 と 2 は使えない。あまった 6 枚で 10 以下の数を作る。（例 3＋6＝9）そ











が 4 となってしまい、4 はもう使っていることから躓いてしまう。そこで、一の位に 4 と












思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
2 5 百の位に 1 が書いてあること  
と、十の位同士を足すと 1 0 以
上の数になることが結びつく  
・まずは、えっと、真ん中の段が 1 0 以上にな
らないといけないから（M - 1）  
4 8 一の位が○○で十の位が○○  ・一の位を 3 と下の位（十の位のこと）を 8 と
して、8 3 で 1 と下が 4 になって、1 繰り上
がるから 8＋4 にして 1 2 にして、1 2 7（M -
2）  
4 9 一の位の数字と十の位の数字  
を変える  
・そしたら、やっぱ一の位を 8 にして 4 と 3 に
して 7。（M - 3）  
5 0 答えを先にきめてそれに合う  
数字を組み合わせる  
・答えは、1 6 7 したら、5 4＋1 3＝1 6 7（M - 4）
4 8 一の位が○○で十の位が○○  ・一の位が 4＋3 で、十の位が 5＋1 で 6 で
1 6 7  
（M - 5）  
5 1 答えが 1 6 7 になる別解を考えて
いる  
・十の位が 5 で一の位が 4 で下が十の位が 1 で
1 の位が 3 で答えは 1 6 7（M - 6）  
2 4 百の位に 1 が書いてあること  
と、十の位同士を足すと 1 0 以
上の数になることが結びつく  
・まず、左側は 1 0 以上にならないといけない  
（M - 7）  
5 2（条件）のように（結果）する  ・同じ数ができないように、1 0 以上の数を作
る（例 5＋7＝6）（M = 8）  
1 4 一度使用した数字を除外する  ・これで、5 と 7 と 2 は使えない。あまった 6
枚で 1 0 以下の数を作る。（例 3＋6＝9）  
それを位で合わせると 1 2 9（M = 9）  
5 3 残った数字を組み合わせる  ・（例）ほかの例は同じやり方でやる。  




（１４）事例１４ N 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
ここ1ってことは繰り上がらないといけないから9と1をおいてあと（一の位に）1と0
を置いて1 0 1  
ぼくが考えた式は、91＋10＝101 になる式です。 
まず、2 と 3 をおいて 5 になって、次に 9 と 1 を足して、最初から百の位に 1 かいてあったから、足












 N 児は、問題文に書かれている 1 に着目し、百の位に繰り上がらなければならないこと
に気づいた。そこで、9 と 1 を選び、足される数と足す数の十の位に記入した。そして、
一の位には 0 と 1 を書き入れ、答えを 101 とした。しかし、本人は配布したカードも使わ
なかったため、題意である「同じ数字は 2 度使わない」ということには気づいていない。 
N 児の思考過程からは、以下の 4 つの思考の特性が見いだされた。  
 





いから（N - 1）  
5 5 ○と○で○になる  ・2 と 3 をおいて 5 になって次に 9 と 1 を足
して（N - 2）  
2 5 百の位に 1 が書いてあること
と、  
答えが 1 0 0 以上の数になること
が結びつく  
・最初から百の位に１かいてあったから、足
して必ず 1 0 0 以上にならないといけないの
で（N－3）  
5 6 十の位の計算を説明している  ・9 と 1 をおいて 1 0 に答えがなったから 1 繰




（１５）事例１５ O 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 









うんと、8 9＋1 8 9＋2 … … 8 9＋1 2 8 9＋1 3 
8 9＋1 4、１繰り上がるんだから、8 0＋うんと1 4、8 9＋1 4、  
9＋4 で 1 繰り上がって、8＋1＋1 で 1 繰り上がる。  
よしこれでいいや。できた。  
足し算では、足して十の位になると 1 繰り上がるから…  あっこれじゃだめだ。  




   
あっこれじゃ１繰り上がらないや。 じゃあ8 4 にしちゃおう。  






十（の位）と一（の位）と繰り上がるから 6 9＋3 1 で答えは 1 0 0  
（隣の子に 0 が 2 つあることを指摘される）じゃあ・・・かえなきゃだめか…  







+  1 
89 
+  20 
109 
13 
+  21 
4 
84 
+  16 
100 
78 








O 児の思考過程からは、以下の 22 の思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ  
5 7 問題文の百の位に着目する  ・1 があるから…（O - 1）  
5 8 うまくいかない  ・だめだだめだだめだ。（O - 2）  
5 9 適当に上の段に数字をおき  
1 をたす  
・まって、8 9＋…１（O - 3）  
   ８９  
 ＋  １  
6 0 繰り上げればよいことに気  
づく  
・くりあげればいいんでしょ。（O - 4）  
6 1 題意に合わず失敗したこと  
に気づく  
・2 0・・・あ、だめだ。（O - 5）   
８９  
 ＋２０  
 １０９   
6 2 １から順番に数字を当ては  
める  
・うんと、8 9＋1 8 9＋2 …（O - 6）  
・… 8 9＋1 2 8 9＋1 3 8 9＋1 4、1 繰り上がるん
だから、8 0＋うんと 1 4、8 9＋1 4（O - 7）  
6 3 計算手順を説明する  ・9＋4 で 1 繰り上がって、8＋1＋1 で 1 繰り上が
る。  
（O - 8）  
6 4 自分の解答が正しいと感じ  
る  
・よしこれでいいや。（O - 9）  
6 5   解決したという意思表示  ・できた。（O - 1 0）  
6 6   既習の事柄を用いて繰り上  
がりを説明しなおす  
・足し算では、足して十の位になると 1 繰り上がる
から…（O - 11）  
6 7   自分の解決途中で壁に直面  
する  
・あっこれじゃだめだ。（O - 1 2）  
 
6 8   適当な数字を置き、一の位  
を計算する  






  ４  
6 9 百の位に繰り上がらないこ  
とに気づく  
・あっこれじゃ 1 繰り上がらないや。（O - 1 4）  
7 0 別の数字で試してみる  ・じゃあ 8 4 にしちゃおう。（O - 1 5）  
7 1 百の位に繰り上がるために  
はどうしたらいいか考える  
・それで 1 繰り上がるためには、・・・、  
（O - 1 6）  
7 2 くり上がる理由を説明する  ・1 6 になると 1 繰り上がるから 1 0 0（O - 1 7）   
８４  
 ＋１６  
 １００  
7 3  ２回繰り上がって百の位に  
１が立つことに納得する  
・そっか、こっちもこっちも繰り上がるのか…  
（O - 1 8）  
7 4  ２回繰りあがって答えが出  
たことを説明する  
・十の位と一の位と繰り上がるから 6 9＋3 1 で答え
は 1 0 0（O - 1 9）  
7 5  同じ数が 2 回でないために
はどうしたらいいか考える  
・隣の子に 0 が 2 つあることを指摘される）  




・7 8＋6 2 をして 1 6 0（O - 2 1）  
   ７８  
  ＋６２  
  １４０  
7 7 解決した喜び  
 
・できた！（O - 2 2）  
（解決した喜びを表す）  
7 8 自分の解決を振り返って問  
題の難易度を実感する  






（１６）事例１６ P 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
私は、7 1＋3 5＝1 0 6 をしました。  
5 と 1 を足して 6．もう最初から百の位に 1 が書いてあるから 1 0 0 を超える答えをだ
して、7 と 3 を足して 1 0．1 繰り上げて 1 0 0 で答えが 1 0 6 になりました。  
 
私は、71＋35＝106 
5 と 1 を足して 6．もう最初から百の位に 1 が書いてあるから 100 を超える答えをだす。7 と 3 を











P 児は、一の位を 5 と 1 に決めて、十の位は問題文の百の位に 1 が書かれていることか
ら、100 を超える答えにするために 7 と 3 を用いている。  
P 児の思考過程からは、以下の 3 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
5 5 ○と○で○になる ・5 と 1 を足して 6（P - 1）  




から 1 0 0 を超える答えをだす（P - 2）  
5 6 十の位の計算をする  ・7 と 3 を足して 1 0  
1 繰り上げて 1 0 0 で答えが 1 0 6 になる  




（１７）事例１７ Q 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
1 が書いてあるから、1 0 0 以上にするために十の位を繰り上げるから・・・  








Q 児は、問題文の百の位に 1 が書かれていることから、答えが 100 以上にならなけれ
ばならないことに気づき、そのためには十の位を繰り上げなければならないことがわかっ
ている。このことを用いて、別解を含め 3 つの解答を示した。  
Q 児の思考過程からは、以下の思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
2 4 百の位に 1 が書いてあることと、十の位同士をた
すと 1 0 以上の数になることが結びつく  
・1 0 0 以上にするために十の




（１８）事例１８ R 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
7＋3＝1 0で1繰り上げて、8＋5＝1 3に1をたして1 4になって、1繰り上げて答えは1 4 0
になりました。  









7＋3＝10 で 1 繰り上げて、8＋5＝13 に 1 をたして 14 になって、1 繰り上げて答えは 140 
1＋4＝5 で 7＋6＝13 で 1 繰り上げて答えは 135 
 
87 
+  53 
140 
71 







R 児の思考過程からは、以下の思考の特性が見いだされた。  
 
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
7 9 ○＋○＝○で 1 繰り上げて  
○＋○＝○  
・7＋3＝1 0 で 1 繰り上げて 8＋5＝1 3 に 1 をたし
1 4 になり、1 繰り上げて答えは 1 4 0（R - 1）  
・1＋4＝5 で 7＋6＝1 3 で 1 繰り上げて答えは 1 3 5  




（１９）事例１９ S 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
まず、一の位から計算して4＋3＝7でつぎに十の位は8＋2をして繰り上がるので答え
は1 0 7 です。  
 













S 児は、一の位は繰り上げずに、十の位は繰り上がるように数字を組み合わせている。  
この考えを使って別解も求めている。  




  p r o p e r t y    
ローデータ 
2 6 まず～、次に～  ・まず、1 の位から計算して 4＋3＝7 でつぎに十の位は 8＋2




（２０）事例２０ T 児（女児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
まずここを8 5にして、百の位に1 がくるんだから、くりあがるから、  
2 にして 1 0 にくりあげて、  
一の位は 3 にして、これじゃだめなのか、1 枚しかないから・・・  











T 児は、足される数を適当に 85 と置いた。そして、足す数を考えるときに、答えの 1 に
着目し、百の位に繰り上がるためにはどうしたらよいかを考えている。  
当初は一の位を 3 にしたところ、一の位の答えが 8 になり、同じ数は 2 度使えないことか
ら、4 へ変更している。  
T 児の思考過程からは、以下の 7 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
2 0 適当に数字を当てはめる  ・まずここを 8 5 にして（T- 1）  




から（T- 2）  
4 4 百の位に繰り上がる数字の組み合わ
せを作る  
・2 にして 1 0 にくりあげて（T- 3）  
8 0 一の位から順番に数字を当てはめる ・1 の位は 3 にして（T- 4）  
8 1 同じ数字が 2 回出ないように考える ・これじゃだめなのか、1 枚しかないか
ら・・・（T- 5）  
8 2 同じ数字にならないように数字を入
れ入れ替える  
・1 の位は 4 にして 1 0 9 になる。（T- 6）  





上げられるようにする。（T- 7）  
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（２１）事例２１ U 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
まず、8 4の一の位の4と9 2の一の位の2をたすと、6 になります。  
つぎに、8 0＋9 0＝1 7 0 となるので 1 7 0＋6 をすると、1 7 6 となります。  
 
まず、84 の一の位の 4 と 92 の一の位の 2 をたすと、6 になります。 












U 児の思考過程からは、以下の 2 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
2 6 まず～次に～  ・まず、8 4 の一の位の 4 と 9 2 の一の位の 2 をたす
と、6 になります。  
5 6 十の位の計算を説明する ・つぎに、8 0＋9 0＝1 7 0 となるので 1 7 0＋6 をする




（２２）事例２２ V 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
上のだんの十の位に4を置いて、1の段に3 を置いて、下の十の位に 7 をおいて、一の
位に 5 を置いてたすと答え 11 8 になる。  
 
上のだんの十の位に 4 を置いて、１の段に 3 を置いて、下の十の位に 7 をおいて、一の位に 5 を
















思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
8 3 十の位から順番に数字を当てはめる ・上の段の十の位に 4 を置いて、1 の段に
3 を置いて、下の十の位に 7 をおいて、
一の位に 5 を置いてたすと答え 11 8 にな






























          
じゃあ5だ1＋9＋5は1 5、だめだ、ないわ、  





まず、右のほうを 6＋7＝13 にする。次に、左を繰り上げた 1 と 8＋5 をする。となりに 1 があって
繰り上げないといけないから、今残っている中でできる数を選ぶ。なので、86＋57＝143 になった 
56 
+  74 
130 
67 
+  83 
100 
13 
+  21 
4 
96  96 
+ 27  + 57 
123  153 
86 






W 児は問題文の百の位に 1 が書かれていることから「大きい数のほうがいいから」と表
現して、繰り上がるための数字の組み合わせを考えている。次に、自分で正答の中で一番
小さいものを見つけようとしたが、答えを 100 にするには 0 が 2 つになってしまうことに
気づき断念している。  
次に、十の位に 9 を持ってくると、1 の位がくりあがったときには、足す数の十の位と
答えが同じ数字になってしまうことに気づいた。そこで、9 を 8 に変えて試行したところ、
正答を導き出すことができた。  
W 児の思考過程からは、以下の 10 の思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ 
8 4 繰り上がるには大きな数がいい  
ことに気が付いている  
・大きい数の方がいいから（W- 1）  
4 4 百の位に繰り上がる数字の組み  
合わせを作る  
・うんと 6＋4 で・・・7 と 5 なら 1 くりあが
るから（W- 2）  
・6 と 7 で 1 3 だから、これで確実に百の位に
いくから繰り上がってるから（W- 6）  
8 5 自分で出した答えが正しいか確  
認している  
・6＋4 は 0 で 1 繰り上がって 1＋5＋7 で  
1 3？これで答えが 1 3 0？になる？（W- 3） 
8 6 百の位に繰り上がる数の中で一  
番小さい物を探そうとしている  
・あとは一番小さいのまず一の位が繰り上がっ
てそれから 7 と３で０（W- 4）  
8 1 同じ数字は 2 回出ないように考  
える  
・あと６と８と１で・・・でもこうすると０が
２つになっちゃうから（W- 5）  
・１＋９＋２で１２だめだ。２がない。 
（W- 7）  
8 7 自分の見当を変える  ・じゃあ５だ 1＋9＋5 は 1 5（W- 8）  
8 8 同じ数字が出現してしまうこと  
に気づく  
・だめだ、ないわ、9 じゃだめだ（W- 9）  
3 9 同じ数字が出現しないような数  
字の組み合わせを見つける  
・8？1＋8＋5 は 1 4 だからあるわ（W- 1 0）  
8 9 できた喜び  ・できた、8 6＋5 7 で 1 4 3（W- 11）  
2 6 まず～次に～  ・まず、右のほうを 6＋7＝1 3 にする  
次に、左を繰り上げた 1 と 8＋5 をする 
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（W- 1 2）  
5 4 百の位に 1 が書いてあること
と、繰り上げなければならない
ことが結びついている  
・となりに 1 があって繰り上げないといけない  
から今残っている中でできる数を選ぶ。  
なので、8 6＋5 7＝1 4 3 になった（W- 1 3）  
 
（２４）事例２４ X 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 










他には、次は5 のところに 6 をおいて、6 の上に 4 をおいて、5 を一の位にもってき





今度は、うんと、7と3で1 0 で 0 をおいて、  













+  6 
 
76 
+  54 
130 
45 
+  63 
108 
67 
+  53 
120 
74 








X 児の思考過程からは、以下の 6 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y    ローデータ  
2 0 適当に数字を当てはめる  ・まず、うんと、えっと 5 置いて 4 置いて 6 を
4 の下に置いて、（X - 1）  
9 0 繰り上がらないことに気づく  ・あれ？（X - 2）  
9 1 繰り上がるように足して 1 0 に
なる組み合わせてを作る  
・7 置いて 1 0 から 6 だから 4 置いて、5 たす
7、できた。（X - 3）  
9 2 別の解き方に挑む  ・他には、次は 5 のところに 6 をおいて、6 の
ところに 4 をおいて、5 を下にもってきて、3
をおけば、8 で、1 0 8 か（X - 4）  
9 3 自分なりの規則性を見つける  ・今度は、うんと、7 と 3 で 1 0 で 0 をおいて、
6＋4 で 1 0 で 1 2 0 になった（X - 5）  
7 8 解決した喜び  ・はいできた。（X - 6）  
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（２５）事例２５ Y 児（男児） 
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 






えっと８９７６５４のどれかが入るから、8は2 0 だめだ、1 と 5 で 6 で 8 5 で  
あそうか、あわかった、8 3 もはいりそうだな、  








+  61 
150 
8□  85 83
+  ２０  + 41 + 41
1□□  126 124
 
場面の説明  
Y 児は、はじめ適当に数字を当てはめていたが、89＋67 では、一の位に 6 が出てきてし
まうため、うまくいかなかった。そこで、89＋61 にしたところ正答に行き着いた。  
次に別解を考え始めたが、自分で大体の検討をつけて数字を当てはめるもうまくいかず試
行錯誤を繰り返す。最後に出した解は 4 を 2 回使っているが本人は気づいていない。  
Y 児の思考過程からは、以下の 8 つの思考の特性が見いだされた。  
 
思考の特性（p r o p e r t y    ローデータ  
2 0 適当に数字を当てはめる  ・ほーそっか、えっと 8 9 くらいにしといて 6 7 に
したら（Y- 1）  
・じゃあ 6 1 にして（Y- 3）  
・1 5 で 6 で 8 5 で（Y- 7）  
9 4 自分の見当が外れ落胆する  ・でもだめか、（Y- 2）  
9 5 偶然に正解する  ・あってできた（Y- 4）  
9 6 自分なりの予想を立てる  ・えっと８９７６５４のどれかが入るから（Y- 5）
3 7 自分の解法の間違いに気づく  ・8 は 2 0 だめだ（Y- 6）  
62 
 
9 7 解決の見通しが立った  ・あそうか、あわかった、8 3 もはいりそうだな、
（Y- 8）  
9 8 同じ数を 2 回使っていること
に気づかない  
・うん、じゃあここが 4 になると 8 3＋4 1 で 1 2 4
か（Y- 9）   
9 9  解決した満足感  ・こうやるんだな、とか、おれわかった。  





対極層として誤答者 3 名の思考の特性を示す。  
プロトコルデータ（太字ゴシックはワークシートに記載された計算式や文字） 
あてはめる？  
こうじじゃないと、7 とか 8 とかくりあがってるから、おっきい数にしないと・・・  





あっ2だ、だめだ、11 5、1 2 5 か、  
あーわかんない。  
42 








思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
1 問題の意図が分からない  ・当てはめる？（① -１）  




いと（① -２）  
3 適当な数の組み合わせ  ・ここは、7 と 4 だったら（① -３）  
4 自分の計算間違いに気づく  ・1 3 1 だ。こたえちがう（① -４）  
5 自分のこだわりで使いたい数字を一つ  
決める  
・4 を使いたい（① -５）  
 
6 解決に行き詰まる  ・あっ 2 だ、だめだ（① -６）  
7 答えの□に当てはめる数字を適当に  
見当をつけている  
・11 5・・・1 2 5 か（① -７）  
 






まず・・・やっぱやめて、9 8＋えっと 7 6 でこれは 4（1 の位のこと）9 8＋7 6 はえっと
4 で 1 くりあがって、6 6 6 6？6？6？6 7 か、まあ、いいや全部と 4 の 6？7 か答え 1 7 4




えっと 2 0＋・・・・なんで百の位に繰り上がる？  
9 8＋1 2 違ういいや、これをうー（考え込む）  
5 で 9 になっちゃう  
こうして 9 8＋5 3 でえっと 8 の 3 で 1 4 1 答えはあっよっしゃ全部できた。  
9 8＋5 3＝1 4 1  












思考の特性（p r o p e r t y）  ローデータ  
9 はじめに決めた見通しを変更  ・まず・・・やっぱやめて（② -1）  
 
1 0 適当に数字を並べて計算する  ・9 8＋えっと 7 6 でこれは 4  
（1 の位のこと）（② -2）  
11 一の位の計算をし、十の位の計算に  
手間取っている  
・9 8＋7 6 はえっと 4 で 1 くりあがって、
6 6 6 6？6？6？7 か、（② -3）  
1 2 自分なりの答えを導き出す  ・まあ、いいや全部と 4 の 6？7 か。答え
1 7 4 か（② -4）  
65 
 
1 3 自分の出した答えを確認する  ・えっと 9 8＋7 6 は 1 7 4 だね（② -5）  
 
1 4 自分の答えに不安を持っている  ・これでいいの？先生？これでいいの？  
 （② -6）  
1 5 周りの子がカードを使っているのに気  
づく  
・カード使うの？なくね？えーカード  
使うの？（② -7）  
 
1 6 適当にカードを並べる  ・あとは適当にやろう。（② -8）  
1 7 十の位を２にするともう一つは何の数  
字になるか考えている  
・えっと 2 0＋・・・・なんで百の位に繰
り上がる？（② -9）  
 
1 8 答えが１１０になるので同じ数字が出  
て悩んでいる  
・9 8＋1 2 違ういいや、これをうー（考え
込む）（② -10）  
 
1 9 １のカードを５のカードに置き換えて  
みる  
・5 で 9 になっちゃう（② -11）  
 
2 0 計算して答えを出す  ・こうして 9 8＋5 3 でえっと 8 の 3 で 1 4 1
（② -12）  
2 1 問題がとけて達成感を味わっている  ・あっよっしゃ全部できた。（② -13）  
 
2 2 自分の出した答えを確認して安心する  ・9 8＋5 3＝1 4 1 でいいのか、これで 4 枚








ここが 9 でつかえないの・  
ちがう失敗した。  
5 9＋9・・・9・・8・・7・・・えっとこれが 9＋7 が 1 6 で  
5＋8 は 1 3 で一繰り上がるから 1 4  
こたえは 1 4 6 あーできた、  
8＋ちがうな、5 3＋6 0・・・5 3＋6 2 は・・・6 3＋6 8 は・・・4 で  















思考の特性  p r o p e r t y    ローデータ  
2 3 適当に数字をあてはめる  ・9 … 3 … 8 … 6（③ -1）  
   ９３  
  ＋８６  
    ９  
2 4 自分のやり方に自信が持てない  ・いいの？  （③ -2）  
2 5 一の位をたしたら同じ数が出て  
失敗  
・ここが 9 で使えないの。  
ちがう失敗した。（③ -3）  
2 6 自分の予想の間違いに気づく  ・順番に当てはめる（③ -4）  
2 7 数字を順番に当てはめる  ・5＋8 は 1 3 で一繰り上がるから 1 4（③ -5）
2 8 計算手順を説明する  ・答えは 1 4 6 あーできた、かな？  （③ -6）  
2 9 自分なりの答えが出せたが不安  ・8＋ちがうな（③ -7）  
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3 0 間違いに気づく  ・5 3＋6 0 … 5 3＋6 2 は… 6 3＋6 8 は…（③ -8）
3 1 適当に数字を当てはめていく  ・5＋6 で 11（③ -9）  
５３  
  ＋６０  
  １１３  
3 2 題意に合わないことに気づく  ・あーだめだ。（③ -1 0）  

















1 7 問いの条件に気づく（Ｄ）  
1 6 一の位は繰り上げずに十の位だけ繰り上げる（Ｃ）  
9 6 自分なりの予想を立てる (Ｙ )  
5 7 問題文の百の位に着目する（Ｏ）  
4 2 百の位に繰り上がるための要件を考える（Ｉ）  
6 0 繰り上げればよいことに気づく（Ｏ）  
8 4 繰り上がるには大きな数がいいことに気が付いている (Ｗ )  
2 百の位に繰り上がるための条件を理解している（Ａ）  
2 7 同じ数字は使えないことに気づく（Ｇ）（Ｈ）  
3 0 １を除外して考える（Ｈ）  
1 4 一度使用した数字を除外する（Ｂ）（Ｍ） (Ｗ )  
8 1 同じ数字が2回出ないように考える (Ｔ )  (Ｗ )  
3 6 2つの問題条件に気づく（Ｈ）  
3 8 同じ数字が使えないことを使って解く（Ｈ）  
9 3 自分なりの規則性を見つける (Ｘ )  







2 4 百の位に 1 が書いてあることと、十の位同士をたすと 1 0 以上の数にな  
ることが結びつく（Ｅ）（Ｈ）（Ｍ）（Ｑ）  
1 3 十の位を足して 1 0 以上の数にしようと思案する（Ｂ）  
2 5 百の位に 1 が書いてあることと、答えが 1 0 0 以上の数になることが結
びつく（Ｆ）（Ｇ）（Ｈ）（Ｌ）（Ｍ）（Ｎ）  
9 十の位を 1 0 以上の数にしようとする（Ｂ）  






2 1 答えがわからなくなる（Ｅ）  
5 8 うまくいかない（Ｏ）  
9 8   同じ数を2回使っていることに気づかない (Ｙ）  
6 1 題意に合わず失敗したことに気づく（Ｏ）  





1 思考錯誤の中から気づく（Ａ）  
6 9 百の位に繰り上がらないことに気づく（Ｏ）  
8 8 同じ数字が出現してしまうことに気づく (Ｗ）  
3 4 友達が1のカードを使っていることに気づく（Ｈ）  
3 7 自分の解法の間違いに気づく（Ｈ）（Ｙ）  
4 9 一の位の数字と十の位の数字を変える（Ｍ）  
8 2   同じ数字にならないように数字を入れ入れ替える (Ｔ）  
9 0 繰り上がらないことに気づく (Ｘ）  
3 5 自分の思い込みに気づく（Ｈ）  
3 9 同じ数字が出現しないような数字の組み合わせを見つける (Ｗ）  






1 2 0から順番に数字を当てはめる（Ｂ）  
6 2 1から順番に数字を当てはめる（Ｏ）  
7 一の位から計算する（Ａ）（Ｅ）（K）  
8 3   十の位から順番に数字を当てはめる (Ｖ）  
4 1 一の位の数字を当てはめた後十の位の数字を考える（Ｉ）  
8 0   一の位から順番に数字を当てはめる (Ｔ）  




9 5 偶然に正解する（Ｙ）  
2 0 適当に数字を当てはめる（Ｅ） (Ｔ） (Ｘ） (Ｙ）  
5 3 残った数字を組み合わせる（Ｍ）  
4 0 適当に数字を並べて一の位を作る（Ｉ）  
5 9 適当の上の段に8 9とおき1をたす（Ｏ）  







3 意図をもって数字を選択（Ａ）  
5 0 答えを先にきめてそれに合う数字を組み合わせる（Ｍ）  
4 4 百の位に繰り上がる数字の組み合わせを作る（Ｊ）  (Ｔ）  (Ｗ）  
7 1 百の位に繰り上がるためにはどうしたらいいか考える（Ｏ）  
9 1   繰り上がるように足して10になる組み合わせを作る (Ｘ）  
4 5 一の位は繰り上げずに十の位だけ繰り上げる（Ｊ）  
4 7 一の位も十の位も繰り上がるようにする（Ｌ）  
7 5 同じ数が2回でないためにはどうしたらいいか考える（Ｏ）  
2 2 1つ数字を決めてそれに合うように数字を選ぶ（Ｅ）  







6 3 計算手順を説明する（Ｏ）  
2 6 まず～次に～（Ｆ）  (Ｕ）  (Ｓ）  (Ｗ）  
1 0 ○＋○＝○ができる（Ｂ）  
4 8 一の位が○○で十の位が○○（Ｍ）  
7 9   ○＋○＝○で１繰り上げて○＋○＝○ (Ｒ）  
5 6 十の位の計算を説明する（Ｎ）（Ｐ） (Ｕ） (Ｗ）  





4 できた答えを示す（Ａ）  
5 2 （条件）のように（結果）する（Ｍ）  




1 0  
7 2 繰り上がる理由を説明する（Ｏ）  
5 理由を説明しようとする（Ａ）  
1 8 （条件）なので（結果）こうなる（Ｄ）  
1 9 （条件）のように（結果）する（Ｄ）  
2 8 （原因）なので（結果）こうなった（Ｇ）  





8 5   自分で出した答えが正しいか確認する (Ｗ）  
7 3 2回繰り上がって百の位に１が立つことに納得する（Ｏ）  
7 6 二つの数字を足して同じ数が2回でないことを確認する（Ｏ）  
6 6 既習の事柄を用いて繰り上がりを説明しなおす（Ｏ）  
8 解法が正しいか見直す（Ａ）  
11 答えの見直しから気づく（Ｂ）  
6 自分の操作を思い出すＡ）  




1 2  
9 9   解決した満足感 (Ｙ）  





6 4 自分の解答が正しいと感じる（Ｏ）  
6 5 解決したという意思表示（Ｏ）  
8 9   できた喜び (Ｗ）  
2 3 達成感を味わう（Ｅ）（Ｈ）  





1 3  3 3 他の解答への意欲を示す（Ｈ）  
7 0 別の数字で試してみる（Ｏ）  
5 1 答えが1 6 7になる別解を考えている（Ｍ）  
9 2   別解を考える (Ｘ）  
2 9 他の答えも考える（Ｇ）  




1 4  3 1 自分の解法に不安を抱く（Ｈ）  






















概念  思考の特性  
３解決の行き詰まり
 
1 問題の意図が分からない（① -1）  
6 解決に行き詰まる（① -6）  
11 一の位の計算をし、十の位の計算に手間取っている（② -3）  
1 7 十の位を2にするともう一つは何の数字になるか考えている（② -9）  
1 8 答えが 11 0 になるので同じ数字が出て悩んでいる（② -10）  
2 5 一の位をたしたら同じ数が出て失敗（③ -3）  
４間違いの気づきと訂正
 
2 百の位に繰り上がっているから大きい数字を入れようとしている  
（① -2）  
4 自分の計算間違いに気づく（① -4）  
9 はじめに決めた見通しを変更（② -1）  
1 5 周りの子がカードを使っているのに気づく（② -7）  
1 9 1 のカードを 5 のカードに置き換えてみる（② -11）  
2 6 自分の予想の間違いに気づく（③ -4）  
3 0 間違いに気づく（③ -8）  
3 2 題意に合わないことに気づく（③ -10）  
５順序性のある組み合わせ
 
7 答えの□に当てはめる数字を適当に見当をつけている（① -7）  






3 適当な数の組み合わせ（① -3）  
5 自分のこだわりで使いたい数字を一つ決める（① -5）  
1 0 適当に数字を並べて計算する（② -2）  
1 6 適当にカードを並べる（② -8）  
2 3 適当に数字をあてはめる（③ -1）  
3 1 適当に数字を当てはめていく（③ -9）  
８操作手順の表示
 
1 8 答えが 11 0 になるので同じ数字が出て悩んでいる（② -10）  
2 8 計算手順を説明する（③ -6）  
９操作結果の表示
 
1 2 自分なりの答えを導き出す（② -4）  
2 0 計算して答えを出す（② -12）  
1 4  
8 問題を解くのをあきらめた（① -8）  
1 3 自分の出した答えを確認する（② -5）  
1 4 自分の答えに不安を持っている（② -6）  
2 1 問題が解けて達成感を味わっている（② -13）  
2 2 自分の出した答えを確認して安心する（② -14）  
2 4 自分のやり方に自信が持てない（③ -2）  
2 9 自分なりの答えが出せたが不安（③ -7）  































て 10 以上の数にしようと思案する〉であろうし、〈百の位に 1 が書いてあることと、答え
が 100 以上の数になることが結びつく〉と、〈十の位を 10 以上の数にしようとする〉であ
ろう。さらに、〈百の位に 1 が書いてあることと、繰り上がらなければならないことが結び
つく〉と、繰り上がるためにはどうしたらよいかを探索していくことができる。このよう

































































位が○○で十の位が○○〉、〈 ○＋○＝○で 1 繰り上げて○＋○＝○〉のような表現方法を
用いて説明しようとする。例えば、「7 と 3 を足して 10」のように〈十の位の計算を説明


























が正しいか見直したり〉する。例えば、〈2 回繰り上がって百の位に 1 が立つことに納得す






































表 8 のとおりである。  
 
表８ 正答者のカテゴリー表 
【カテゴリー】 ［概念の共通特性］ 《概念》（ c o n c e p t） 













































1 7 問いの条件に気づく（D）  
6 0 繰り上げればよいことに気づく（O）  
2 百の位に繰り上がるための条件を理解している（A）  
2 7 同じ数字は使えないことに気づく（G）（H）  
13 十の位をたして10以上の数にしようと思案する  
（F）（G）（H）（M）（N）（L）  
 61 題意に合わず失敗したことに気づく（O）  
 35 自分の思い込みに気づく（H）  
主なローデー
タ 





























6 2 １から順番に数字を当てはめる（O）  
2 0 適当に数字を当てはめる（E） ( T） ( X） ( Y）  
7 1 百の位に繰り上がるためにはどうしたらいいか考える（O）  
7 5 同じ数が 2 回でないためにはどうしたらいいか考える（O）  
主なローデー
タ 
・うんと、8 9＋1、8 9＋２、8 9＋３・・・  
・ほーそっか。えっと上は 8 9 くらいにしといて、下は 6 7 ぐらいにし
たら・・・  
・それで、1 繰り上がるためには・・・  


















6 3 計算手順を説明する（O）  
2 6 まず～次に～（F）  ( U）  ( S）  ( W）  
5 2 （条件）のように（結果）する（M）  
7 2 くり上がる理由を説明する（O）  
5 理由を説明しようとする（A）  
3 2 ～だから～です（H）  
8 5  自分で出した答えが正しいか確認 ( W）  
4 6 結果を一般化する（J）  
主なローデー
タ 
・9＋４で１繰り上がって、8＋1＋1 で１繰り上がる  
・まず、一の位から計算して 4＋3＝7 で  
つぎに十の位は 8＋2 をして繰り上がるので答えは 1 0 7 です。  
・同じ数ができないように、10 以上の数をつくる  
・16 になると 1 繰り上がるから 100 
・どうしてそうなったかというと  
・1 3 0 になるから 7 3＋5 6 は 1 3 0 あまりは 2・8・9 です。  
・6＋4 は 0 で１繰り上がって 1＋5＋７で１３？これで答えが 130？  






















7 7 解決した喜び（O）  
2 3 達成感を味わう（E）（H）  
3 3 他の解答への意欲を示す（H）  
3 1 自分の解法に不安を抱く（H）  














【カテゴリー】 ［概念の共通特性］ 《概念》（ c o n c e p t） 






Ⅲ【思考過程の可視化】 ［操作の振り返り］ 《⑧操作手順の表示》 
《⑨操作結果の表示》 
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正答者 2 名（キーパーソン及び周辺層）と誤答者 2 名（対極層）の実際の思考過程を、
生成されたカテゴリーに基づき比較した。まずキーパーソン O 児と、周辺層 T 児の思考過
程を以下に示す。  
 
表 10  キーパーソンの思考過程（事例 15 O 児） 




































































































次に、周辺層 T 児の思考過程を以下に示す。 
 
表 11  周辺層の思考過程（事例 20 T 児） 












































表 12  誤答者①の思考過程（事例 26 誤答者①） 









































表 13  誤答者③の思考過程（事例 28 誤答者③） 








































































































    自分のできるところから数字を当てはめる 
１繰り上がるんだから、 



































テゴリーを【 】、概念の共通特性を［ ］、概念を《 》、ローデータを「斜体」で示す。 
 

































（３）振り返りの場面    
学習者は自分の思考過程を想起し、それを文字や言葉によって表現している。例えば、

















































































愛媛県内の公立小学校 5、6 年生 45 名に対して以下の調査を行った。  
なお、学力レベルについては、全国学力学習状況調査の算数の得点や日頃の成績を加味
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モモとリンゴを一つずつ買うと 350 円でした。  
モモを３つ買って 300 円のかごに入れると 900 円でした。  
リンゴは一ついくらでしょう。 
 
表 14 事後調査Ⅰの質問内容 
Q 0 1 _問題条件への着目（概念①）  
この問題を最初に見たとき問題文のどこから考えればよいと思いましたか  
①たろうさんはモモとリンゴを買いにいきました。  
②モモとリンゴを一つずつ買うと 350 円でした。  
③モモを３つ買って 300 円のかごに入れると 900 円でした。  
④リンゴは一ついくらでしょう。  
Q 0 2 _問題条件のつながり探索（概念②）  
























































































































 手順 01：授業後の問題解決と１週間後の問題解決にみられる逆向き思考の変化を検定 
し、逆向き思考が問題解決に影響している示唆を得る。  










①A の考え方  
②B の考え方  
③どちらともわかりやすい  
④どちらもわかりにくい  














手順 02：問題解決過程に関わる概念に対応する Q01 から Q12、およびカテゴリーに対









  人数  
学力上位群  14 名  
学力中位群  23 名  
学力下位群  8 名  
 
（２）授業後の問題解決と一週間後の問題解決にみられる逆向き思考の変化 
 逆向き思考有り 1、逆向き思考無し 2 として検定。仮説 H0：「変化はなかった」につい
て、反復測定による１元配置の分散分析によって検定を行う。その結果は有意確率 0.002<
有意水準 0.05 で、仮説 H0 は棄てられ、変化はあったと考えられる。  












































1 2 3 4 5 
Q08_理由の表示 .809     
Q07_操作手順の表示 .759     
Q01_問題条件への着目 -.624  -.459  .301 
Q11_解決への意欲  .807    





 .588   .537 
Q03_解決の行き詰まり -.444 -.475  -.403  
Q09_答えの反芻   .919   
Q04_間違いの気づきと訂
正 
  .766  .446 
Q05_順序性のある組み合
わせ 
   .813  
Q12_解決への不安 -.397   -.712  
Q06_意図した条件の組み
合わせ 
    .912 
因子抽出法: 主成分分析  
 回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法 
a. 逆向き思考 = 可 
b. 10 回の反復で回転が収束しました。 
 
（５）手順 02：Q13 から Q21 の主成分分析 






















1 2 3 
Q13_思考過程の可視化の
効果 




.673   
Q15_逆向き思考の効果 .670 .446  
Q21_算数に対する嗜好性 .483 .411 -.325 
Q18_操作の自覚 -.346 .724  
Q20_問題解決の態度  .692  
Q16_問題条件の自覚  .541  
Q19_前向き思考と逆向き
思考の比較 
  .817 
Q17_求めたいものの自覚   .664 
因子抽出法: 主成分分析  
 回転法: Kaiser の正規化を伴うバリマックス法 
a. 逆向き思考 = 可 




仮説を想定し、検定にかけていた。すなわち、Q14 が Q15 との関係を相関関係ではなく、
Q14 の「思考過程の可視化と解決分岐点の自覚とのかかわり」の下線を規定している変数
が Q15「逆向き思考の効果」であることを予測していた。この予測が確認されるならば、




テップワイズ法を使用し投入するＦの確率は p≦ .050、除去する確率を p≧100 とする。




Table03 「思考過程の可視化と解決分岐点の自覚とのかかわり」の重回帰分析結果  
B     SE B     β 
説明変数 
Q15:逆向き思考の効果                             .506   .197     .444* 






























表 15  カンファレンスの実施状況 
仮名  実施年月日  時間  場所  属性  
K さん  2018 年 3 月 30 日  13：00～14：00 対象者勤務先  小学校教諭  
40 代 男  
Y さん  2018 年 4 月 2 日  18：00～18：30 ファミリーレストラン  小学校教諭  
40 代 女  
M さん  2018 年 4 月 2 日  18：30～19：00 ファミリーレストラン  小学校教諭  























































































































































































































































表 16  現場教師とのカンファレンスの内容 





























































































































































































                                                  
107 岡本寿美 (1997)「算数の問題解決過程における逆向きの思考についての研究」上越数学教育研究
第 12 号 ,pp.61-70. 
小学校 4 年生と 6 年生の児童 (142 名 )の中から文章題において躓いた児童を 10 名抽出し、「逆向き





いこと、「問題構造を捉える」段階に有効であることの 2 点を挙げている。  
108  松岡沙知・安西一夫 (2004)「数学的な見方・考え方に関する考察」香川大学教育実践総合研究 ,
９ ,pp.37-46. 
分析的な考え方の例題をあげている例題として次のような問題をあげている。  
「線分 BC＝ a、角 α、高さ H が以下のように与えられている。このとき、底辺 BC＝ a,∠ bac＝ α、
高さ H の三角形 abc を作図せよ」  
109 内田伸子他 (2014)「乳幼児の論理的思考の発達に関する研究～自発的活動としての遊びを通して







































































































































「答えがわかるためには何がわかればいいですか」（岡本 1997） 110 
「求めたいものがこうだったらどうなりますか」（松岡 2004） 111 
「このことを使うためにはその前提として何が必要ですか」長谷川（2004） 112 
                                                  
110 岡本寿美 (1997),前掲 107. 
111  松岡沙知・安西一夫 (2004),前掲 108. 














「どうしてこの式になったのかな。ふきだしにかいてみよう」（亀岡 2012） 113 
「この答は確かだと思いますか」などのメタ認知方略（多鹿 2008） 114 

















                                                  
113 亀岡正睦・神保勇児 (2012)「算数科におけるメタ認知形成方略としての「ふきだし法」に関する
研究 (１ )-プロセスレコ－ドによるメタ認知形成過程の考察－」京都文教大学臨床心理学部研究報
告 ,第 5 集 ,pp.25-35. 
114 多鹿秀継 (2008)「子どもの算数問題解決におけるメタ認知の役割」神戸親和女子大学 ,研究論叢 ,第
41 号 ,pp.127-136. 






「よくわかっているね。すごいよ」（下野 2017） 116 










図５ 誤答者を正答へ導く手立て   
                                                  
116 下野浩二 (2017)「『主体的・対話的で深い学び』を生み出す算数科授業－低学年の事例を基に－」
鹿児島国際大学福祉社会学部論集 ,第 35 巻 ,第 4 号 ,pp.32-39. 
117 楠 博文 (2017)「共感的理解の育成から見た『算数の本質に迫るアクティブラーニング』に関す
る実践的研究」就実教育実践研究第 10 巻 ,pp.1-14. 
［操作の自覚］ ［条件の探索］ ［操作の自覚］
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